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空き家の実態調査概要 

１ 現地調査概要 

⑴  調査地域，時期，内容等 

調査地域：市内２６学区 

時  期：平成３０年７月～平成３１年３月 

内  容：水道閉栓等の情報を基に外観調査等（家屋の使用状況，建物の構造，管理

状況，鉄道駅・バス停からの距離等）の調査 

⑵  空き家数：３，８０２戸 

平成２６年度調査結果との比較は以下のとおり。 

（調査全学区（２６学区）及び平成２６年度と同じ学区（２０学区）） 

空き家数（Ｈ３０） 空き家数（Ｈ２６） 差（Ｈ２６－Ｈ３０） 

３，４２０ 
（２０学区） 

３，８６１ 
（２０学区） 

４４１減 
（２０学区） 

３,８０２ 

（２６学区） 

４，３７４ 

（２４学区） 

５７２減 

（２６学区） 

       ※ なお，今回の結果では空き家数の減少が見られたが，近年の観光需要

等の影響なども考えられることから，今後の人口減少社会においては，

空き家の増加を見据えておく必要がある。 
 

２ アンケート調査概要 

⑴  送付対象，送付数，時期，内容，回答数 

送付対象：現地調査で判明した空き家について，登記記録により送付先が判明した所

有者に対して，アンケートを送付。 
送 付 数：２，７００通 
時  期：平成３０年１１月～平成３１年１月 
内  容：空き家になった理由，期間，活用意向等，空き家の状況及び所有者の意向

等の調査 
回 答 数：９８６通（回答率：３６．５％） 
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